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は
じ
め
に
御
三
家
御
城
附
は
、
各
大
名
家
に
設
置
さ
れ
て
い
た
江
戸
御
留
守
居
役
に
相
当
す
る
役
職
で
あ
る
。
江
戸
御
留
守
居
役
は
幕
府
や
諸
大
名
と
の
連
絡
や
折
衝
を
行
う
と
と
も
に
、
日
常
的
に
幕
政
・
藩
政
の
動
静
や
世
間
で
広
ま
っ
た
風
聞
な
ど
様
々
な
情
報
を
収
集
し
て
い
た
。
大
名
家
に
よ
っ
て
呼
称
は
異
な
り
、
聞
番
・
聞
役
・
公
儀
人
・
御
城
使
な
ど
と
称
さ
れ
た
(
１)
。
御
留
守
居
役
は
江
戸
以
外
に
も
、
京
都
・
大
坂
の
屋
敷
に
置
か
れ
、
ま
た
、
九
州
の
大
名
家
は
長
崎
聞
役
を
置
き
、
長
崎
奉
行
か
ら
の
連
絡
の
取
り
次
ぎ
や
貿
易
品
の
調
達
、
大
名
と
の
情
報
交
換
を
任
務
と
し
た
(
２)
。
江
戸
御
留
守
居
役
は
江
戸
城
本
丸
御
殿
に
登
城
す
る
と
、
表
向
の
蘇
鉄
之
間
に
控
え
て
い
た
が
、
御
三
家
御
城
附
は
毎
日
江
戸
城
御
殿
に
詰
め
る
特
権
を
有
し
て
お
り
、
表
向
で
も
｢
奥｣
に
近
い
位
置
に
部
屋
を
与
え
ら
れ
た
(
３)
。
そ
の
た
め
、
老
中
を
は
じ
め
と
す
る
諸
役
人
と
の
接
触
も
緊
密
で
、
幕
府
の
動
向
を
迅
速
か
つ
正
確
に
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。御
三
家
御
城
附
以
外
の
江
戸
御
留
守
居
役
は
、
他
の
大
名
家
と
の
間
で
情
報
交
換
を
行
う
た
め
、
留
守
居
組
合
を
結
成
し
て
い
た
。
組
合
に
は
大
名
の
殿
席
を
基
準
と
し
た
同
席
組
合
、
親
類
関
係
に
よ
る
近
親
組
合
、
近
隣
の
江
戸
屋
敷
で
構
成
さ
れ
た
近
所
組
合
な
ど
が
あ
り
、
先
例
・
旧
格
の
問
い
合
わ
せ
や
政
治
情
報
を
は
じ
め
と
す
る
共
有
す
べ
き
多
様
な
情
報
の
報
知
、
幕
府
法
令
へ
の
対
応
な
ど
を
協
議
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
(
４)
。
殿
席
が
大
廊
下
詰
上
之
部
屋
で
あ
っ
た
御
三
家
の
場
合
は
、
｢
御
三
家
御
城
附
は
別
派｣
｢
諸
藩
の
如
く
留
守
居
付
合
と
い
ふ
は
な
さ
195
江
戸
城
殿
中
刃
傷
に
お
け
る
尾
張
家
御
城
附
の
情
報
収
集
白
根
孝
胤
ず
(
５)｣
と
あ
る
よ
う
に
、
御
城
附
は
毎
日
登
城
し
、
他
の
江
戸
御
留
守
居
役
よ
り
も
幕
府
諸
役
人
に
接
触
す
る
機
会
が
多
く
、
情
報
収
集
に
尽
力
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
留
守
居
組
合
は
結
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
幕
府
か
ら
の
法
令
や
御
達
を
申
し
渡
す
大
目
付
廻
状
が
江
戸
御
留
守
居
役
に
発
給
さ
れ
た
と
き
は
、
御
三
家
に
通
達
さ
れ
な
か
っ
た
案
件
に
つ
い
て
も
御
城
附
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
廻
状
を
内
覧
し
て
そ
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
(
６)
。
尾
張
徳
川
家
の
御
城
附
は
元
和
六
年
(
一
六
二
○)
に
設
置
さ
れ
、
後
に
江
戸
城
本
丸
御
殿
付
と
西
丸
御
殿
付
に
分
掌
し
た
。
定
員
は
二
、
三
名
で
役
高
は
四
○
○
石
で
あ
っ
た
。
当
初
は
半
年
詰
で
そ
の
期
間
は
合
力
米
(
足
米)
と
し
て
五
○
石
が
支
給
さ
れ
た
が
、
寛
文
七
年
(
一
六
六
七)
よ
り
一
年
詰
で
合
力
米
一
○
○
石
の
支
給
に
変
更
さ
れ
た
(
７)
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
御
留
守
居
役
は
、
恒
常
的
に
幕
府
と
の
折
衝
や
諸
大
名
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
が
、
幕
府
の
権
威
や
幕
藩
関
係
の
根
幹
に
関
わ
る
重
大
な
事
態
に
直
面
し
た
場
合
は
、
正
確
な
情
報
に
基
づ
く
迅
速
な
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
幕
藩
制
的
政
治
・
儀
礼
秩
序
を
維
持
す
る
空
間
で
あ
っ
た
江
戸
城
殿
中
を
揺
る
が
し
た
刃
傷
事
件
に
お
い
て
、
尾
張
家
御
城
附
が
ど
の
よ
う
に
情
報
を
収
集
し
、
事
態
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。一
赤
穂
事
件
に
お
け
る
尾
張
家
御
城
附
の
動
向
元
禄
十
四
年
(
一
七
○
一)
正
月
十
四
日
、
尾
張
徳
川
家
(
以
下
、
尾
張
家
と
記
す)
は
高
家
肝
煎
吉
良
上
野
介
義
央
に
対
し
て
、
例
年
通
り
朝
廷
へ
の
年
頭
祝
儀
物
の
献
上
を
依
頼
し
た
。
毎
年
、
高
家
肝
煎
は
年
頭
御
礼
の
将
軍
名
代
と
し
て
上
京
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
際
諸
大
名
は
高
家
を
通
じ
て
天
皇
や
女
院
等
に
年
頭
祝
儀
物
を
献
上
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
尾
張
家
は
、
東
山
天
皇
に
太
刀
一
腰
・
黄
金
一
枚
、
霊
元
上
皇
に
太
刀
一
腰
・
白
銀
五
枚
、
女
院
・
准
后
・
女
御
に
そ
れ
ぞ
れ
白
銀
五
枚
ず
つ
を
献
上
し
て
い
る
(
８)
。
ま
た
、
前
年
十
二
月
ま
で
に
幕
府
か
ら
諸
大
夫
成
を
許
可
さ
れ
た
大
名
家
は
、
官
位
叙
任
を
命
じ
た
老
中
奉
書
(｢
口
宣
之
奉
書｣)
や
姓
名
書
と
と
も
に
官
金
を
添
え
て
朝
廷
へ
の
叙
任
手
続
き
を
高
家
肝
煎
に
依
頼
し
た
。
高
家
肝
煎
が
持
参
し
た
老
中
奉
書
・
姓
名
書
等
は
武
家
伝
奏
を
介
し
て
内
覧
を
受
け
た
う
え
で
、
朝
廷
か
ら
位
記
・
口
宣
案
が
発
給
さ
れ
た
。
今
回
尾
張
家
で
は
、｢
万
石
以
上｣
格
の
重
臣
渡
辺
定
綱
が
従
五
位
下
飛
騨
守
に
叙
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
幕
府
か
ら
御
城
附
に
申
し
渡
さ
れ
て
い
た
。
官
位
叙
任
の
196
手
続
き
は
御
城
附
の
重
要
な
職
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、｢
渡
辺
飛
騨
守
諸
大
夫
就
被
仰
付
候
口
宣
之
奉
書
相
渡
候
ハ
ヽ
、
京
都
江
之
御
使
吉
良
上
野
介
江
跡
々
之
通
御
頼
被
遊
度
旨
秋
元
但
馬
守
江
御
城
附
を
以
為
御
達
有
之｣
と
、
参
内
す
る
吉
良
義
央
に
叙
任
手
続
き
を
依
頼
す
る
た
め
に
御
城
附
を
通
じ
て
老
中
秋
元
喬
知
に
執
り
な
し
て
も
ら
う
よ
う
に
願
い
出
て
い
る
(
９)
。
渡
辺
定
綱
の
位
記
と
口
宣
案
は
、
吉
良
義
央
が
江
戸
に
戻
っ
た
二
月
十
五
日
に
義
央
の
屋
敷
に
出
向
い
て
受
領
し
て
い
る
。
な
お
、
大
名
家
臣
へ
の
官
位
叙
任
は
例
外
的
で
、
御
三
家
と
徳
川
家
門
、
加
賀
前
田
家
の
み
に
認
め
ら
れ
て
い
た
(
)
。
毎
年
三
月
に
な
る
と
、
朝
廷
か
ら
年
頭
祝
儀
の
返
礼
と
し
て
勅
使
・
院
使
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
は
同
年
三
月
十
一
日
に
勅
使
柳
原
資
廉
・
高
野
保
春
、
院
使
清
閑
寺
煕
定
が
江
戸
に
下
向
し
、
五
代
将
軍
綱
吉
に
拝
謁
し
た
。
殿
中
儀
礼
の
最
終
日
と
な
る
三
月
十
四
日
は
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
御
白
書
院
で
将
軍
綱
吉
が
両
使
に
勅
答
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
勅
使
馳
走
役
を
勤
め
て
い
た
播
磨
国
赤
穂
藩
主
浅
野
内
匠
頭
長
矩
が
吉
良
義
央
を
江
戸
城
本
丸
松
之
廊
下
で
斬
り
つ
け
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
幕
府
は
こ
れ
を
喧
嘩
と
認
定
せ
ず
、
浅
野
長
矩
は
愛
宕
下
の
一
関
藩
主
田
村
建
顕
の
屋
敷
に
預
け
ら
れ
、
即
日
切
腹
と
な
り
、
赤
穂
浅
野
家
は
改
易
と
な
っ
た
。
こ
の
殿
中
刃
傷
が
直
接
尾
張
家
の
行
く
末
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
浅
野
家
と
は
縁
戚
関
係
に
あ
り
、
決
し
て
無
関
係
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
初
代
当
主
徳
川
義
直
(
家
康
の
九
男)
が
浅
野
幸
長
(
紀
伊
国
和
歌
山
城
主)
の
二
女
春
姫
と
婚
姻
し
た
の
を
は
じ
め
、
二
代
当
主
光
友
の
代
に
は
、
三
女
貴
姫
が
浅
野
綱
長
(
安
芸
国
広
島
藩
主)
の
正
室
と
な
り
、
そ
の
息
女
は
尾
張
家
の
分
家
で
あ
る
梁
川
松
平
家
当
主
義
方
と
婚
姻
し
た
。
ま
た
、
光
友
の
養
女
園
姫
は
分
家
の
備
前
国
三
次
浅
野
家
の
二
代
当
主
長
照
の
正
室
と
な
っ
た
。
長
矩
の
正
室
瑤
泉
院
(
阿
久
里)
は
長
照
の
妹
で
、
改
易
に
よ
り
三
次
浅
野
家
の
江
戸
下
屋
敷
に
引
き
取
ら
れ
た
(
)
。
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
四
日
、
大
石
内
蔵
助
良
雄
を
は
じ
め
と
す
る
元
赤
穂
浅
野
家
家
臣
た
ち
が
本
所
松
坂
町
の
吉
良
邸
に
討
ち
入
っ
た
が
、
そ
の
浪
士
の
な
か
に
は
実
父
が
尾
張
家
に
仕
え
て
い
た
者
も
い
た
。
浅
野
長
矩
の
用
人
を
勤
め
て
い
た
片
岡
源
五
右
衛
門
高
房
で
あ
る
。
片
岡
源
五
右
衛
門
は
尾
張
家
家
臣
熊
井
重
次
の
二
男
で
、
七
歳
の
と
き
に
重
次
の
従
妹
の
夫
に
あ
た
る
赤
穂
浅
野
家
家
臣
片
岡
六
左
衛
門
の
養
子
と
な
っ
た
。
当
主
浅
野
長
矩
に
重
用
さ
れ
、
用
人
と
し
て
三
五
○
石
を
拝
領
し
た
。
浅
野
長
矩
に
よ
る
殿
中
刃
傷
の
際
に
は
、
江
戸
詰
で
あ
っ
た
た
め
に
国
元
に
居
た
家
老
大
石
内
蔵
助
良
雄
に
急
報
し
、
長
矩
の
切
腹
197
後
は
そ
の
遺
体
を
受
け
取
り
、
泉
岳
寺
で
落
髪
し
て
い
る
。
熊
井
家
は
源
五
右
衛
門
の
祖
父
藤
兵
衛
の
代
か
ら
浅
野
家
に
仕
え
て
い
た
が
、
実
父
重
次
は
春
姫
が
徳
川
義
直
の
も
と
に
輿
入
れ
す
る
際
に
随
行
し
た
。
重
次
の
妻
も
春
姫
の
年
寄
と
し
て
仕
え
た
。
春
姫
の
死
後
、
重
次
は
遺
命
に
よ
り
尾
張
家
家
臣
と
し
て
留
ま
り
、
義
直
の
嫡
子
光
友
(
の
ち
二
代
当
主)
付
の
小
姓
や
御
供
番
を
勤
め
た
(
)
。
片
岡
源
五
右
衛
門
の
吉
良
邸
討
ち
入
り
は
義
挙
と
し
て
名
古
屋
城
下
で
も
大
い
に
評
判
と
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
処
分
は
実
家
の
熊
井
家
に
も
及
ん
だ
。
討
ち
入
り
後
、
幕
府
は
浪
士
た
ち
の
遺
児
に
遠
島
を
命
じ
、
親
戚
に
は
閉
門
・
遠
慮
を
申
し
渡
し
た
。
た
だ
し
縁
者
の
方
か
ら
閉
門
・
遠
慮
を
申
し
出
て
、
幕
府
を
憚
っ
た
大
名
家
が
処
分
を
講
じ
る
場
合
も
見
ら
れ
た
。
同
年
十
二
月
二
十
日
、
実
父
熊
井
重
次
は
｢
遠
慮｣
を
申
し
渡
さ
れ
、
従
兄
弟
に
あ
た
る
中
根
清
大
夫
は
自
ら
｢
遠
慮｣
の
意
志
を
示
し
て
い
る
(
)
。
尾
張
家
が
編
纂
し
た
｢
御
日
記｣
に
よ
る
と
、
左
記
の
通
り
、
そ
の
後
の
熊
井
家
の
処
遇
を
め
ぐ
る
御
城
附
の
動
向
が
窺
え
る
。
浅
野
内
匠
頭
家
来
片
岡
源
五
右
衛
門
、
先
達
而
御
預
ケ
之
節
、
御
家
中
之
内
右
近
親
之
者
為
御
達
之
上
、
遠
慮
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
源
五
右
衛
門
御
仕
置
被
仰
付
候
付
而
者
、
右
近
親
之
者
如
何
可
被
仰
付
哉
与
、
秋
元
但
馬
守
宅
江
御
城
附
被
遣
、
為
御
伺
有
之
候
処
、
先
是
迄
之
通
、
遠
慮
被
仰
付
置
候
様
、
御
家
老
江
可
相
達
旨
申
聞
之
(
)
、
片
岡
源
五
右
衛
門
は
討
ち
入
り
後
、
細
川
家
(
肥
後
国
熊
本
藩)
に
御
預
け
と
な
り
、
そ
の
間
は
熊
井
家
や
親
戚
に
｢
遠
慮｣
を
申
し
渡
し
た
が
、
元
禄
十
六
年
二
月
四
日
に
幕
府
の
裁
定
で
源
五
右
衛
門
に
切
腹
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
近
親
者
へ
の
処
遇
を
ど
の
よ
う
に
取
り
計
ら
う
べ
き
か
、
御
城
附
を
老
中
秋
元
喬
知
の
も
と
に
遣
わ
し
て
問
い
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
伺
い
に
対
す
る
老
中
の
返
答
は
、
源
五
右
衛
門
の
切
腹
後
も
、
引
き
続
き
｢
遠
慮｣
を
命
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
月
二
十
三
日
に
は
｢
此
度
御
仕
置
被
仰
付
候
浅
野
内
匠
頭
家
来
片
岡
源
五
右
衛
門
近
親
之
者
未
遠
慮
被
仰
付
置
候
ハ
ヽ
、
御
差
免
被
遊
候
様
、
御
家
老
江
可
相
達
旨
、
秋
元
但
馬
守
御
城
附
江
被
申
聞
之
(
)｣
と
あ
る
よ
う
に
、
老
中
秋
元
喬
知
は
御
城
附
に
対
し
て
熊
井
重
次
や
中
根
清
大
夫
を
は
じ
め
と
す
る
親
族
へ
の
｢
遠
慮｣
を
解
除
す
る
こ
と
を
申
し
渡
し
て
い
る
。
幕
府
を
揺
る
が
し
た
赤
穂
事
件
に
関
わ
る
家
臣
の
処
遇
に
お
い
て
、
尾
張
家
で
は
御
城
附
を
通
じ
て
幕
府
の
意
向
に
即
し
た
慎
重
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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二殿
中
刃
傷
と
尾
張
家
御
城
附
の
情
報
収
集
(
一)
田
沼
意
知
刺
殺
時
に
お
け
る
尾
張
家
御
城
附
の
動
向
江
戸
城
に
お
け
る
殿
中
刃
傷
は
、
寛
永
期
か
ら
文
政
期
に
か
け
て
九
件
確
認
で
き
る
(
)
。
浅
野
長
矩
に
よ
る
刃
傷
か
ら
八
○
年
余
り
後
の
天
明
四
年(
一
七
八
四)
三
月
二
十
四
日
に
は
、
老
中
田
沼
意
次
の
長
男
で
若
年
寄
の
田
沼
意
知
が
、
新
番
組
佐
野
善
左
衛
門
政
言
に
斬
り
付
け
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
田
沼
意
次
が
幕
政
を
掌
握
し
、
改
革
政
治
を
展
開
し
て
い
た
最
中
に
起
き
た
殿
中
刃
傷
事
件
で
あ
る
。
尾
張
家
の
江
戸
城
本
丸
御
城
附
で
あ
っ
た
坂
野
逸
平
治
は
、
早
速
殿
中
刃
傷
の
様
子
を
在
府
の
九
代
当
主
徳
川
宗
睦
に
報
告
し
た
。
宗
睦
は
三
月
十
一
日
に
市
谷
の
江
戸
上
屋
敷
に
到
着
し
、
十
五
日
に
参
府
御
礼
の
た
め
、
十
代
将
軍
家
治
に
拝
謁
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
坂
野
逸
平
治
は
目
付
な
ど
を
歴
任
し
、
安
永
八
年
(
一
七
七
九)
五
月
よ
り
本
丸
御
城
附
を
勤
め
て
い
た
。
尾
張
家
に
報
告
さ
れ
た
こ
の
殿
中
刃
傷
事
件
に
関
す
る
書
付
や
書
状
、
本
丸
御
城
附
坂
野
逸
平
治
が
幕
府
か
ら
受
け
取
っ
た
｢
御
城
書｣
の
一
部
は
、｢
万
石
以
上｣
年
寄
(
家
老)
を
勤
め
て
い
た
石
河
家
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
た
。
こ
の
留
帳
の
内
題
に
は
、｢
天
明
四
年
辰
三
月
廿
四
日
、
於
殿
中
新
御
番
佐
野
善
左
衛
門
致
乱
心
、
若
年
寄
田
沼
山
城
守
殿
江
手
疵
為
負
候
右
始
末
之
書
抜｣
と
記
さ
れ
て
お
り
、｢
田
沼
佐
野
刃
傷
之
一
件
、
附
諸
色
評
判
記｣
な
ど
と
合
綴
さ
れ
て
現
存
し
て
い
る
(
)
。
殿
中
刃
傷
の
経
緯
を
ま
と
め
た
神
沢
杜
口
の
｢
翁
草｣
や
｢
営
中
刃
傷
記
(
)｣
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
と
重
複
し
て
い
る
箇
所
も
多
い
が
、
当
時
尾
張
家
が
こ
の
殿
中
刃
傷
を
把
握
す
る
う
え
で
、
御
城
附
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
留
帳
の
最
初
に
は
、
殿
中
刃
傷
が
起
き
た
翌
日
の
天
明
四
年
三
月
二
十
五
日
付
で
、
本
丸
御
城
附
坂
野
逸
平
治
が
九
代
当
主
宗
睦
に
提
出
し
た
書
付
の
写
し
が
記
さ
れ
て
い
る
。
御
城
附
差
出
候
書
付
昨
廿
四
日
、
若
年
寄
衆
同
道
ニ
而
退
出
之
節
、
蜷
川
相
模
守
殿
組
新
御
番
佐
野
善
左
衛
門
方
御
番
所

罷
出
、
田
沼
山
城
守
殿
江
切
懸
候
処
、
山
城
守
殿
脇
差
鞘
之
侭
ニ
而
受
被
申
候
由
、
手
疵
四
ヶ
所
ニ
而
何
れ
も
疵
あ
さ
手
之
由
、
其
内
後
之
疵
四
寸
計
ニ
相
見
申
候
、
右
場
所
中
之
御
間
与
申
御
座
敷
に
て
御
座
候
、
然
処
、
善
左
衛
門
方
柱
江
切
付
被
申
、
少
々
手
間
取
申
内
ニ
山
城
守
殿
暫
脇
江
開
キ
被
申
候
、
善
左
衛
門
方
跡

追
懸
行
候
所
を
大
御
目
付
松
平
対
馬
守
殿
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組
留
被
申
候
由
、
其
内
御
目
付
衆
一
両
人
懸
付
被
申
、
脇
差
も
き
取
被
申
候
、
山
城
守
殿
下
部
屋
江
三
阿
弥
ニ
手
を
引
か
れ
被
相
越
候
由
、
夫

駕
籠
ニ
而
主
殿
頭
殿
屋
敷
江
引
取
被
申
旨
、
善
左
衛
門
方
ニ
ハ
乱
心
之
様
子
ニ
而
町
奉
行
曲
淵
甲
斐
守
殿
江
御
渡
御
座
候
而
、
揚
家
江
被
参
候
由
御
座
候
、
色
々
風
聞
御
座
候
得
共
、
慥
成
儀
ハ
未
相
分
り
不
申
候
、
三
月
廿
五
日
(
)
三
月
二
十
四
日
、
通
常
の
役
務
を
終
え
た
若
年
寄
田
沼
意
知
は
、
他
の
同
役
(
若
年
寄
酒
井
忠
休
・
米
倉
昌
晴
・
太
田
資
愛)
と
と
も
に
御
用
部
屋
を
退
出
し
、
新
番
所
前
廊
下
を
通
っ
て
中
之
間
の
方
へ
向
か
っ
た
。
す
る
と
新
番
組
の
詰
所
か
ら
出
て
き
た
蜷
川
親
文
組
所
属
の
新
番
佐
野
善
左
衛
門
政
言
が
斬
り
か
か
っ
て
き
た
の
で
、
田
沼
意
知
は
鞘
に
入
っ
た
ま
ま
の
脇
差
で
刀
を
受
け
た
。
そ
の
際
に
手
に
四
か
所
傷
を
負
い
、
い
ず
れ
も
浅
手
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、｢
後
之
疵｣
は
四
寸
に
も
及
ん
で
い
た
。
佐
野
善
左
衛
門
が
柱
に
も
斬
り
付
け
て
手
間
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
騒
ぎ
を
知
っ
た
大
目
付
松
平
忠
郷
が
急
ぎ
駆
け
つ
け
て
善
左
衛
門
を
取
り
押
さ
え
、
後
か
ら
駆
け
つ
け
た
目
付
が
脇
差
を
取
り
上
げ
た
。
傷
を
負
っ
た
意
知
は
、
同
朋
衆
の
奥
山
三
阿
弥
に
介
抱
さ
れ
な
が
ら
下
部
屋
に
避
難
し
、
治
療
を
受
け
た
後
、
駕
籠
に
乗
っ
て
父
意
次
の
屋
敷
(
神
田
橋
内)
に
引
き
取
ら
れ
た
。
善
左
衛
門
は
乱
心
の
様
子
で
、
江
戸
北
町
奉
行
曲
淵
景
漸
の
役
宅
に
引
き
取
ら
れ
、
そ
の
後
揚
座
敷
に
収
容
さ
れ
た
。
以
上
が
こ
の
書
付
の
内
容
で
あ
る
が
、
最
後
に
御
城
附
の
坂
野
逸
平
治
は
色
々
と
風
聞
が
飛
び
交
っ
て
い
る
の
で
、
正
確
な
こ
と
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
翌
々
日
(
三
月
二
十
六
日)
に
な
る
と
、
本
丸
御
城
附
坂
野
逸
平
治
の
情
報
収
集
活
動
に
よ
っ
て
、
殿
中
刃
傷
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
文
書
の
記
録
・
管
理
を
担
当
す
る
尾
張
家
の
留
書
奉
行
が
認
め
た
左
記
の
書
状
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
留
書
奉
行
通
用
手
紙
写
以
手
紙
致
啓
上
候
、
田
沼
山
城
守
殿
一
昨
廿
四
日
於
御
城
不
慮
之
一
件
、
昨
日
之
御
城
書
ニ
相
見
候
外
、
委
細
之
儀
坂
野
逸
平
治
江
承
合
申
候
処
、
委
儀
ハ
不
相
知
、
御
場
所
も
奥
之
事
ニ
付
、
御
城
附
抔
不
存
所
ニ
候
故
、
変
事
之
御
場
所
絵
図
ニ
い
た
し
貰
ひ
候
由
ニ
而
み
せ
申
候
ニ
付
、
於
其
許
御
沙
汰
も
御
座
候
節
之
為
メ
、
別
紙
之
通
各
様
迄
致
進
達
候
、
御
城
書
ニ
相
見
候
通
、
松
平
対
馬
守
殿
、
佐
野
善
左
衛
門
殿
組
留
ら
れ
候
節
、
後
江
な
ぐ
ら
れ
候
様
子
に
付
、
袴
小
袖
共
膝
之
辺
切
れ
候
得
共
、
怪
我
ハ
不
被
致
候
由
ニ
御
座
候
、
善
左
衛
門
殿
蘇
鉄
之
間
溜
部
屋
江
入
被
置
附
添
被
居
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候
、
御
歩
行
目
付
衆
対
談
之
様
子
随
分
正
気
之
様
子
ニ
而
善
左
衛
門
殿
事
妻
子
ハ
無
之
、
両
親
ハ
有
之
候
付
、
今
般
之
御
吟
味
ニ
付
、
父
隠
居
御
呼
出
も
可
有
之
哉
と
此
義
案
思
ら
れ
候
、
其
身
ハ
如
何
様
被
仰
付
候
共
、
土
貢
無
御
座
旨
被
申
候
由
、
御
歩
行
目
付
衆
咄
之
趣
、
逸
平
治
咄
ニ
御
座
候
、
一
山
城
守
殿
手
疵

血
大
分
出
候
付
、
余
程
剪
れ
も
有
之
由
無
心
元
沙
汰
之
由
、
逸
平
治
咄
ニ
御
座
候
、
此
等
之
趣
為
御
承
知
申
進
候
、
以
上
、三
月
廿
六
日
(
)
尾
張
家
で
は
殿
中
刃
傷
に
関
し
て
、
昨
日
(
三
月
二
十
五
日)
付
の
｢
御
城
書｣
に
記
載
さ
れ
た
以
外
の
情
報
収
集
を
本
丸
御
城
附
坂
野
逸
平
治
に
命
じ
て
い
た
。｢
御
城
書｣
と
は
、｢
殿
中
御
沙
汰
書｣
の
こ
と
で
、
将
軍
へ
の
拝
謁
、
諸
役
人
の
任
免
、
法
令
の
発
布
、
大
目
付
か
ら
の
触
書
、
三
奉
行
の
裁
決
、
諸
大
名
か
ら
の
届
書
な
ど
、
そ
の
日
に
起
こ
っ
た
案
件
を
書
き
留
め
た
幕
府
側
の
記
録
で
あ
る
。｢
殿
中
御
沙
汰
書｣
は
、
幕
府
奥
右
筆
か
ら
御
用
部
屋
坊
主
に
渡
さ
れ
て
、
御
沙
汰
書
掛
の
表
坊
主
が
筆
写
し
、
こ
れ
を
御
城
附
は
毎
日
表
坊
主
か
ら
授
受
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
御
城
附
が
持
参
し
た
｢
御
城
書｣
は
、
尾
張
家
当
主
が
在
府
の
時
は
そ
れ
を
閲
覧
し
、
年
寄
衆
の
披
見
も
終
わ
る
と
留
書
奉
行
に
渡
さ
れ
て
筆
写
し
た
。
こ
れ
を
｢
御
城
帳｣
と
称
し
た
。｢
御
城
帳｣
を
作
成
し
終
え
る
と
、｢
御
城
書｣
は
御
城
附
に
返
却
さ
れ
た
。
｢
御
城
書｣
は
厳
封
の
う
え
、
国
元
に
送
ら
れ
、
在
国
の
年
寄
衆
も
内
覧
し
、
そ
の
後
保
管
さ
れ
た
(
)
。
本
丸
御
城
附
坂
野
逸
平
治
は
、
今
回
の
殿
中
刃
傷
が
｢
奥｣
の
空
間
で
起
き
て
お
り
、
御
城
附
も
不
案
内
の
場
所
で
あ
っ
た
の
で
、
刃
傷
が
起
き
た
場
所
を
記
し
た
絵
図
を
も
ら
い
受
け
、
こ
れ
を
尾
張
家
に
提
出
し
て
い
る
。
老
中
や
若
年
寄
が
執
務
す
る
御
用
部
屋
は
、
表
向
と
奥
と
の
境
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
退
出
す
る
際
に
は
、
中
之
間
か
ら
殿
中
の
警
備
を
担
当
し
て
い
た
新
番
組
の
詰
番
所
前
の
廊
下
を
通
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
新
番
組
佐
野
善
左
衛
門
が
若
年
寄
田
沼
意
知
に
斬
り
か
か
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
場
所
で
あ
っ
た
。
逃
れ
る
意
知
を
さ
ら
に
追
い
か
け
て
再
び
斬
り
つ
け
た
の
が
桔
梗
之
間
で
あ
り
、
大
目
付
松
平
忠
郷
が
善
左
衛
門
を
取
り
押
さ
え
た
場
所
で
も
あ
る
。
そ
の
際
に
忠
郷
は
殴
ら
れ
、
袴
や
小
袖
が
膝
の
辺
り
ま
で
切
れ
た
が
怪
我
は
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
忠
郷
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
善
左
衛
門
は
、
蘇
鉄
之
間
溜
り
部
屋
に
連
行
さ
れ
、
徒
目
付
衆
の
監
視
下
に
お
か
れ
た
が
、
御
城
附
の
坂
野
逸
平
治
は
、
そ
の
時
の
善
左
衛
門
の
様
子
を
徒
目
付
衆
か
ら
聞
き
出
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
善
左
衛
門
は
殿
中
刃
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傷
を
起
こ
し
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
正
気
の
様
子
で
あ
り
、
自
分
の
両
親
は
健
在
な
の
で
、
吟
味
の
際
に
す
で
に
隠
居
し
て
い
る
父
伝
右
衛
門
政
豊
が
呼
び
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
非
常
に
案
じ
て
い
た
と
い
う
。
二
十
四
日
の
書
付
に
善
左
衛
門
は
｢
乱
心｣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
田
沼
意
知
に
つ
い
て
は
、
坂
野
逸
平
治
が
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
手
傷
か
ら
大
量
に
出
血
し
て
い
た
と
い
う
。｢
翁
草｣
｢
営
中
刃
傷
記｣
｢
田
沼
佐
野
刃
傷
之
一
件｣
に
よ
る
と
、
意
知
の
傷
は
、
肩
一
か
所
・
背
中
三
か
所
・
股
二
か
所
に
及
ん
で
お
り
、
最
初
肩
先
に
長
さ
三
寸
、
深
さ
七
分
ほ
ど
の
傷
を
負
っ
た
が
、
桔
梗
之
間
で
再
び
斬
り
つ
け
ら
れ
た
と
き
に
は
、
股
の
傷
が
長
さ
は
四
寸
、
深
さ
は
骨
に
達
す
る
ほ
ど
で
、
か
な
り
の
重
傷
で
あ
っ
た
。
(
二)
｢
御
城
書｣
に
み
る
佐
野
善
左
衛
門
の
切
腹
と
諸
役
人
の
処
分
天
明
四
年
四
月
二
日
、
若
年
寄
田
沼
意
知
は
父
意
次
の
看
病
の
か
い
も
な
く
、
三
六
歳
で
死
去
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
翌
日
に
佐
野
善
左
衛
門
政
言
は
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
、
尾
張
家
の
｢
万
石
以
上｣
年
寄
石
河
光
籌
は
、
本
丸
御
城
附
坂
野
逸
平
治
が
幕
府
か
ら
受
け
取
っ
た
四
月
四
日
付
の
｢
御
城
書｣
の
う
ち
、
切
腹
の
様
子
を
記
録
し
た
部
分
を
書
き
抜
い
て
い
る
。
御
城
書
之
内
一
昨
三
日
、
於
評
定
所
大
御
目
付
大
屋
遠
江
守
殿
、
町
奉
行
曲
淵
甲
斐
守
殿
、
御
目
付
山
川
下
総
守
殿
被
立
合
被
申
渡
候
趣
、
佐
野
善
左
衛
門
去
月
廿
四
日
於
殿
中
田
沼
山
城
守
江
手
疵
為
負
候
、
雖
乱
心
与
山
城
守
右
手
疵
ニ
而
依
相
果
候
切
腹
被
仰
付
者
也
、
四
月
三
日
右
申
渡
相
済
、
夫

揚
屋
庭
ニ
而
切
腹
ニ
付
、
為
検
使
山
川
下
総
守
殿
被
相
越
候
由
御
座
候
一
右
之
通
、
為
検
使
御
目
付
山
川
下
総
守
殿
揚
り
屋
江
被
相
越
候
付
、
御
徒
士
目
付
八
木
岡
政
七
、
尾
本
藤
右
衛
門
罷
越
候
、
一
右
之
次
第
承
合
候
処
、
於
評
定
所
被
仰
渡
相
済
候
与
否
、
佐
野
善
左
衛
門
牢
屋
敷
江
駕
籠
ニ
而
町
与
力
并
同
心
等
附
添
、
夫

揚
屋
庭
ニ
畳
二
畳
敷
、
御
徒
士
目
付

町
与
力
江
時
分
宜
候
旨
案
内
致
、
善
左
衛
門
麻
上
下
着
用
、
石
畳
之
上
ニ
着
座
、
此
時
検
使
御
目
付
下
総
守
殿
麻
上
下
ニ
而
揚
座
敷
正
面
ニ
着
座
、
其
時
介
錯
人
曲
淵
甲
斐
守
殿
組
同
心
高
木
伊
助
、
善
左
衛
門
江
挨
拶
致
候
、
添
介
錯
人
弐
人
善
左
衛
門
を
着
座
為
致
、
身
拵
を
取
放
、
肌
を
ぬ
か
せ
候
否
、
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善
左
衛
門
腰
之
物
与
申
候
時
、
三
方
ニ
九
寸
五
分
半
分
過
紙
ニ
而
巻
候
ヲ
載
、
善
左
衛
門
居
候
前
二
尺
隔
置
之
、
其
時
善
左
衛
門
右
三
方
江
手
を
懸
候
処
介
錯
仕
候
、
首
少
々
続
候
由
、
其
時
添
介
錯
人
首
を
上
ケ
検
使
江
為
見
候
之
上
、
御
徒
士
目
付
共
下
総
守
殿
被
見
届
候
与
申
之
、
相
済
而
直
ニ
評
定
所
江
下
総
守
殿
被
罷
出
、
遠
江
守
殿
、
甲
斐
守
殿
一
同
ニ
新
御
番
衆
江
切
腹
相
済
候
趣
被
申
渡
相
済
候
由
ニ
御
座
候
、
(
以
下
略
(
))
四
月
三
日
、
評
定
所
で
の
吟
味
の
結
果
、
大
目
付
大
屋
明

・
町
奉
行
曲
淵
景
漸
・
目
付
山
川
貞
幹
の
三
名
は
佐
野
善
左
衛
門
に
対
し
、
乱
心
し
て
殿
中
に
お
い
て
田
沼
意
知
に
深
手
を
負
わ
せ
死
亡
さ
せ
た
罪
に
よ
り
切
腹
を
申
し
渡
し
た
。
善
左
衛
門
は
、
町
与
力
な
ら
び
に
同
心
に
付
き
添
わ
れ
て
駕
籠
で
牢
屋
敷
に
連
れ
ら
れ
、
そ
の
屋
敷
の
庭
に
入
っ
た
。
庭
に
は
畳
二
畳
が
敷
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
検
使
を
勤
め
る
目
付
山
川
貞
幹
の
指
示
に
よ
り
、
徒
目
付
が
町
与
力
に
命
じ
て
、
善
左
衛
門
を
石
畳
の
上
に
着
座
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
麻
上
下
を
着
用
し
た
検
使
の
山
川
貞
幹
は
揚
座
敷
正
面
に
着
座
し
て
い
た
。
介
錯
人
の
曲
淵
景
漸
組
同
心
高
木
伊
助
が
善
左
衛
門
に
挨
拶
し
て
背
後
に
控
え
る
と
、
添
介
錯
人
二
名
が
善
左
衛
門
を
畳
の
上
に
着
座
さ
せ
、
肩
衣
を
剥
い
で
肌
を
脱
が
せ
た
。
す
る
と
、
三
方
に
半
分
ほ
ど
紙
で
包
ん
だ
短
刀
(
九
寸
五
分)
が
善
左
衛
門
の
前
に
置
か
れ
た
。
こ
れ
を
善
左
衛
門
が
手
に
取
っ
た
と
こ
ろ
で
、
高
木
伊
助
が
介
錯
し
た
。
こ
の
と
き
首
は
ま
だ
少
々
つ
な
が
っ
て
お
り
、
添
介
錯
人
が
そ
の
首
を
上
げ
る
と
、
山
川
貞
幹
と
徒
目
付
は
見
届
け
た
旨
を
申
し
述
べ
て
退
散
し
た
。
そ
の
後
直
ち
に
目
付
山
川
貞
幹
は
大
目
付
大
屋
明

・
町
奉
行
曲
淵
景
漸
と
と
も
に
評
定
所
に
出
座
し
、
月
番
老
中
松
平
康
福
に
善
左
衛
門
の
切
腹
が
済
ん
だ
旨
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
を
善
左
衛
門
と
同
役
で
あ
っ
た
新
番
組
衆
に
も
申
し
渡
し
た
。
な
お
、
善
左
衛
門
が
案
じ
て
い
た
家
族
へ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
父
伝
右
衛
門
政
豊
、
母
か
よ
、
妻
と
よ
を
は
じ
め
と
す
る
親
族
い
ず
れ
も
｢
御
構
無
之｣
と
な
っ
た
(
)
。
切
腹
後
、
佐
野
善
左
衛
門
の
遺
体
は
、
江
戸
浅
草
の
徳
本
寺
に
葬
ら
れ
た
が
、｢
御
用
可
立
惜
き
人
を
不
慮
成
事
に
て
及
切
腹
候
事
と
、
誠
に
天
下
挙
て
、
佐
野
氏
之
死
を
惜
し
む
事
な
り
(
)｣
と
、
善
左
衛
門
へ
の
同
情
が
集
ま
り
、
墓
に
は
多
く
の
庶
民
が
参
詣
し
た
。
老
中
田
沼
意
次
に
よ
る
重
商
主
義
政
策
に
陰
り
が
見
え
始
め
、
そ
れ
に
不
満
を
も
つ
人
々
は
善
左
衛
門
を
｢
世
直
し
大
明
神｣
と
崇
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一)
に
尾
張
家
十
二
代
当
主
徳
川
斉
荘
の
参
府
に
随
行
し
た
陪
臣
で
随
筆
家
の
小
寺
玉
晁
は
、
同
年
七
月
十
六
日
に
徳
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本
寺
を
参
詣
し
て
い
る
が
、
そ
の
と
き
も
｢
佐
野
善
左
衛
門
墓
江
大
幟
小
幟
に
佐
野
大
明
神
或
は
世
直
し
大
明
神
と
相
印
、
佐
野
の
墓
へ
か
の
の
ぼ
り
建
参
詣
す
る
事
お
び
た
ゝ
し
、
其
外
色
々
の
菓
子
抔
を
そ
な
へ
男
女
の
差
別
な
く
お
し
合
へ
し
合
(
)｣
の
状
況
で
あ
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
。殿
中
刃
傷
の
発
生
時
、
御
用
部
屋
・
中
之
間
・
新
番
所
な
ど
周
辺
の
各
部
屋
に
は
多
く
の
諸
役
人
が
詰
め
て
い
た
が
、
事
態
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
体
を
張
っ
て
佐
野
善
左
衛
門
を
取
り
押
さ
え
た
の
は
、
老
齢
の
大
目
付
松
平
忠
郷
で
あ
っ
た
。
そ
の
功
に
よ
り
忠
郷
は
、
上
野
国
新
田
郡
内
に
お
い
て
二
○
○
石
を
加
増
さ
れ
た
。
し
か
し
、
他
の
諸
役
人
は
躊
躇
し
て
対
応
が
遅
れ
、
そ
の
こ
と
が
、
田
沼
意
知
を
絶
命
さ
せ
て
し
ま
っ
た
要
因
で
あ
る
と
し
、
処
分
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
四
月
八
日
付
の
｢
御
城
書｣
に
よ
る
と
、
処
分
は
意
知
と
同
役
の
若
年
寄
酒
井
忠
休
・
太
田
資
愛
・
米
倉
昌
晴
を
は
じ
め
、
大
目
付
・
目
付
・
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
作
事
奉
行
・
普
請
奉
行
・
新
番
頭
な
ど
に
及
び
、
出
仕
停
止
、
御
目
通
り
差
し
控
え
と
な
っ
た
。
ま
た
、
善
左
衛
門
の
同
役
で
あ
っ
た
新
番
蜷
川
親
文
組
所
属
の
万
年
頼
豊
・
猪
飼
正
胤
・
田
澤
正
斯
・
白
井
利
庸
に
は
、
直
ち
に
善
左
衛
門
を
追
い
か
け
て
い
れ
ば
取
り
押
さ
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
善
左
衛
門
が
中
之
間
の
方
に
出
て
い
っ
た
際
に
引
き
止
め
な
か
っ
た
こ
と
は
不
埒
で
あ
る
と
し
、
罷
免
の
う
え
小
普
請
入
り
を
命
じ
て
い
る
(
)
。
こ
れ
に
よ
り
、
非
常
時
に
お
け
る
諸
役
人
の
対
応
を
改
善
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
老
中
久
世
広
明
は
、
大
目
付
・
目
付
を
通
じ
て
殿
中
に
詰
め
る
諸
役
人
に
左
記
の
御
達
を
申
し
渡
し
た
。
久
世
大
和
守
殿

大
御
目
付
衆
・
御
目
付
衆
御
達
有
之
、
御
殿
中
左
之
通
被
相
触
候
由
、
此
度
佐
野
善
左
衛
門
事
、
於
殿
中
致
乱
心
候
儀
、
不
平
生
様
子
前
以
相
番
等
心
当
り
之
事
も
有
之
事
ニ
候
、
向
後
ハ
相
番
等
相
互
ニ
心
附
ケ
、
少
も
不
常
様
子
之
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
早
速
無
遠
慮
引
込
せ
、
養
生
為
致
候
様
専
一
可
致
候
、
右
之
趣
、
諸
御
番
方
且
組
支
配
有
之
、
其
外
相
達
可
然
向
江々
不
洩
様
可
被
達
置
候
、
四
月
十
六
日
(
)
そ
の
内
容
は
、｢
佐
野
善
左
衛
門
が
乱
心
し
て
刃
傷
に
及
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
相
役
の
新
番
は
以
前
か
ら
善
左
衛
門
の
不
審
な
言
動
に
心
当
た
り
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
今
後
は
相
役
同
士
で
心
に
か
け
、
少
し
で
も
尋
常
で
な
い
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
者
は
早
々
に
出
仕
を
控
え
、
養
生
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る｣
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
御
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達
は
本
丸
御
城
附
坂
野
逸
平
治
が
受
け
取
っ
た
｢
御
城
書｣
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。｢
万
石
以
上｣
年
寄
石
河
光
籌
は
｢
御
城
書｣
を
披
見
す
る
際
に
江
戸
城
殿
中
に
お
け
る
諸
役
人
の
動
向
を
知
る
う
え
で
の
重
要
事
項
と
し
て
こ
の
部
分
を
書
き
留
め
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
江
戸
城
殿
中
で
の
刃
傷
が
生
じ
た
際
、
毎
日
登
城
し
て
詰
所
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
尾
張
家
御
城
附
は
、
早
急
に
幕
府
の
諸
役
人
に
接
触
し
て
情
報
収
集
を
行
い
、
随
時
市
谷
の
江
戸
上
屋
敷
に
状
況
を
報
告
し
た
。
赤
穂
事
件
の
際
に
は
吉
良
邸
に
討
ち
入
っ
た
片
岡
源
五
右
衛
門
高
房
の
実
家
熊
井
家
が
尾
張
家
家
臣
で
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
の
方
針
に
違
わ
な
い
よ
う
に
親
族
へ
の
処
分
を
め
ぐ
っ
て
老
中
と
折
衝
し
て
い
る
。
ま
た
、
宝
暦
・
天
明
期
に
老
中
田
沼
意
次
に
よ
る
改
革
が
推
進
さ
れ
る
な
か
で
、
長
男
で
若
年
寄
の
田
沼
意
知
へ
の
殿
中
刃
傷
が
起
き
る
と
、
御
城
附
は
殿
中
御
沙
汰
書
(
御
城
書)
で
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
御
城
附
自
身
が
幕
府
関
係
者
に
接
触
し
て
事
件
の
詳
細
や
幕
府
の
対
応
を
直
接
聞
き
出
し
て
い
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
｢
万
石
以
上｣
年
寄
と
し
て
尾
張
藩
政
の
中
枢
を
担
っ
て
い
た
石
河
家
が
独
自
に
書
き
抜
い
て
記
録
に
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
留
帳
の
奥
書
に
は
｢
右
ハ
御
城
書
ニ
出
候
趣
、
又
ハ
御
城
附

内
々
申
越
候
儀
共
、
公
義
之
事
故
猥
ニ
他
見
難
相
成
、
内
ニ々
而
可
遂
他
見
、
読
候
ハ
ヽ
早
速
戻
し
可
申
事
、
尤
写
取
候
儀
致
間
敷
候
事
(
)｣
と
記
さ
れ
て
お
り
、
本
来
は
他
見
無
用
で
あ
り
、
も
し
内
々
に
拝
見
し
た
場
合
で
も
早
急
に
返
却
し
、
筆
写
し
て
は
な
ら
な
い
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
こ
の
留
帳
か
ら
若
年
寄
田
沼
意
知
刺
殺
を
め
ぐ
る
幕
府
の
対
応
の
な
か
で
、
当
時
尾
張
家
が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
重
視
し
て
い
た
の
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
河
家
は
｢
万
石
以
上｣
格
と
し
て
代
々
年
寄
を
勤
め
る
家
柄
で
、
江
戸
詰
と
な
る
機
会
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
御
城
附
が
幕
府
か
ら
授
受
し
た
｢
御
城
書｣
を
披
見
す
る
際
に
、
藩
政
の
遂
行
や
幕
藩
間
交
渉
に
関
わ
る
先
例
照
会
、
情
報
収
集
の
た
め
、
必
要
と
思
わ
れ
る
案
件
を
書
き
抜
い
て
手
元
に
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
他
に
も
石
河
家
が
筆
写
し
た
｢
御
城
書
書
抜｣
や
｢
御
城
帳
書
抜｣
は
現
存
し
て
お
り
、
幕
藩
関
係
や
大
名
間
関
係
の
推
移
や
特
質
を
分
析
す
る
う
え
で
の
有
効
な
史
料
群
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
205
註
(
１)
服
藤
弘
司
『
大
名
留
守
居
の
研
究
幕
藩
体
制
国
家
の
法
と
権
力
Ⅲ』
(
創
文
社
、
一
九
八
四
年)
、
山
本
博
文
『
江
戸
お
留
守
居
役
の
日
記』
(
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
一
年)
、
笠
谷
和
比
古
『
江
戸
御
留
守
居
役
近
世
の
外
交
官』
(
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
八
九
、
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
○
年)
。
(
２)
泉
正
人｢
藩
世
界
と
大
坂
―
天
保
期
岡
山
藩
大
坂
留
守
居
を
中
心
に
―｣
(
岡
山
藩
研
究
会
編
『
藩
世
界
と
近
世
社
会』
、
岩
田
書
院
、
二
○
一
○
年)
、
山
本
博
文
『
長
崎
聞
役
日
記
―
幕
末
の
情
報
戦
争』
(
ち
く
ま
新
書
、
一
九
九
九
年)
。
(
３)
深
井
雅
海
『
図
解
・
江
戸
城
を
よ
む』
(
原
書
房
、
一
九
九
七
年)
。
(
４)
笠
谷
和
比
古
｢
大
名
留
守
居
組
合
の
制
度
的
考
察｣
(『
史
林』
六
五
巻
五
号
、
一
九
八
二
年
、『
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
に
所
収)
。
(
５)
『
南
紀
徳
川
史』
、
服
藤
氏
前
掲
書
。
(
６)
拙
稿
｢
尾
張
藩
に
お
け
る
幕
藩
間
交
渉
と
城
附
・｢
取
持｣｣
(
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究』
第
二
篇
、
二
○
○
四
年
、
清
文
堂
出
版)
。
(
７)
前
掲
拙
稿
｢
尾
張
藩
に
お
け
る
幕
藩
間
交
渉
と
城
附
・｢
取
持｣｣
参
照
。｢
御
家
御
日
記｣
(
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵)
、
寛
文
七
年
二
月
二
十
一
日
条
。
(
８)
｢
公
辺
御
日
記｣
(
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵)
元
禄
十
四
年
正
月
十
四
日
条
。
(
９)
｢
公
辺
御
日
記｣
元
禄
十
四
年
正
月
六
日
条
。
(
)
尾
張
家
家
臣
の
官
位
叙
任
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
｢
近
世
大
名
家
臣
の
官
位
叙
任
と
幕
藩
権
力｣
(
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要』
第
三
九
号
、
二
○
○
三
年)
、
同
｢
尾
張
家
年
寄
の
官
位
叙
任
過
程
と
公
武
関
係｣
(
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究』
第
五
篇
、
清
文
堂
出
版
、
二
○
一
二
年)
を
参
照
。
尾
張
家
の
家
臣
で
諸
大
夫
成
を
許
さ
れ
た
の
は
、
年
寄
(
家
老)
の
う
ち
、｢
万
石
以
上｣
｢
諸
大
夫｣
の
家
格
を
保
有
す
る
家
柄
に
限
ら
れ
、
原
則
と
し
て
六
名
の
定
員
の
な
か
で
叙
任
さ
れ
た
。
な
お
、
徳
川
家
門
大
名
・
加
賀
前
田
家
家
臣
の
官
位
叙
任
に
関
す
る
研
究
に
は
、
佐
藤
孝
之｢
加
賀
藩
年
寄
の
叙
爵
を
め
ぐ
っ
て｣
(
橋
本
政
宣
編
『
近
世
武
家
官
位
の
研
究』
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
九
年)
、
内
野
豊
大
｢
越
前
松
平
家
・
加
賀
前
田
家
の
家
格
と
陪
臣
叙
爵
に
つ
い
て｣
(『
中
央
史
学』
第
二
七
号
、
二
○
○
四
年)
、
清
水
聡
｢
元
禄
期
加
賀
前
田
家
に
お
け
る
諸
大
夫
家
臣
の
再
興
と
そ
の
意
義｣
(『
地
方
史
研
究』
第
三
四
四
号
、
二
○
一
○
年)
な
ど
が
あ
る
。
(
)
拙
稿
｢
御
三
家
に
お
け
る
縁
戚
関
係
の
形
成
と
江
戸
屋
敷｣
(
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要』
第
四
一
号
、
二
○
○
七
年)
。
(
)
『
士
林
泝
』
(
三)
(『
名
古
屋
叢
書
続
編』
第
一
九
巻)
、
図
録
『
旗
本
が
み
た
忠
臣
蔵
―
若
狭
野
浅
野
家
三
千
石
の
軌
跡
―』
(
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
二
○
○
九
年)
。
(
)
｢
鸚
鵡
籠
中
記｣
一
四
(
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵)
。
(
)
｢
公
辺
御
日
記｣
元
禄
十
六
年
二
月
七
日
条
。
(
)
｢
公
辺
御
日
記｣
元
禄
十
六
年
二
月
二
十
三
日
条
。
(
)
平
井
誠
二
｢
吉
良
上
野
介
と
赤
穂
事
件｣
(
高
埜
利
彦
編
『
日
本
の
時
代
史
元
禄
の
社
会
と
文
化』
第
一
五
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
206
三
年)
。
(
)
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
｢
石
河
家
文
書｣
。
(
)
神
沢
社
口
｢
翁
草｣
(『
日
本
随
筆
大
成』
第
三
期
、
第
二
二
巻
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
七
年)
、｢
営
中
刃
傷
記｣
(『
新
燕
石
十
種』
第
四
巻
、
中
央
公
論
新
社
、
一
九
八
一
年)
、
藤
田
覚
『
田
沼
意
次』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年)
参
照
。
(
)
｢
天
明
四
年
辰
三
月
廿
四
日
、
於
殿
中
新
御
番
佐
野
善
左
衛
門
致
乱
心
、
若
年
寄
田
沼
山
城
守
殿
江
手
疵
為
負
候
右
始
末
之
書
抜｣
(
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
｢
石
河
家
文
書｣)
。
以
下
｢
始
末
之
書
抜｣
と
略
す
。
(
)
｢
始
末
之
書
抜｣
。
(
)
前
掲
拙
稿
｢
尾
張
藩
に
お
け
る
幕
藩
間
交
渉
と
城
附
・｢
取
持｣｣
参
照
。
(
)
｢
始
末
之
書
抜｣
。
(
)
｢
始
末
之
書
抜｣
。
な
お
、
佐
野
善
左
衛
門
の
殿
中
刃
傷
は
、
遺
恨
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
が
、｢
乱
心｣
と
し
て
切
腹
を
命
じ
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
若
年
寄
田
沼
意
知
は
、
乱
心
に
よ
る
予
想
外
の
行
動
に
巻
き
込
ま
れ
て
死
亡
し
た
た
め
に
、
乱
心
し
た
者
を
切
腹
さ
せ
れ
ば
、
殺
害
さ
れ
た
方
の
面
子
も
立
ち
、
両
家
の
関
係
者
に
ま
で
事
件
に
対
す
る
処
罰
が
及
ば
ず
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
幕
府
の
措
置
は
、
赤
穂
事
件
が
教
訓
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
、
殿
中
刃
傷
事
件
は
乱
心
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
相
手
が
死
去
し
た
場
合
は
、
善
悪
を
判
断
せ
ず
に
切
腹
を
命
じ
る
と
い
う
慣
行
が
で
き
て
い
た
(
山
本
博
文
『
切
腹』
、
光
文
社
新
書
、
二
〇
〇
三
年
参
照)
。
(
)
｢
営
中
刃
傷
記｣
。
(
	)
小
寺
玉
晁
｢
江
戸
見
草｣
(『
鼠
璞
十
種』
第
二
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
六
年)
。
(

)
｢
始
末
之
書
抜｣
。
(
)
｢
始
末
之
書
抜｣
。
(
)
｢
始
末
之
書
抜｣
。
(
文
学
部
准
教
授)
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